
↑ハクサイのべと病 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１８号     

発行日：令和５年３月１０日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和５年３月８日（水） 

３３圃場（軟弱、にら、ねぎ、たまねぎ、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

神戸市西農業振興センター 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう べと病 少 並 
レーバス 

フロアブル 

100～ 

300Ｌ/10a 

 

2000倍 
収穫3日前

まで 
2回以内 

キャベツ 菌核病 少 並 ロブラール水和剤 1000倍 
収穫7日前

まで 
4回以内 

にら アザミウマ類 少 並 カスケード乳剤 4000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

たまねぎ 

アザミウマ類 少 並 
アグロスリン乳剤

(劇) 
2000倍 

収穫7日前

まで 
5回以内 

べと病 中 並 
アミスター20 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日 

まで 
4回以内 

★べと病に注意しよう！ 
今後 1 ヵ月の気象予報によると気温は平年より高くなることが予想されます。

そのためべと病発生の好適な環境（気温１５℃前後で曇雨天日が続く）となる

ので、発生が懸念されます。 

①隣接株に比べ草丈が低い   

②葉色が黄色 

③葉が湾曲している   

④株元に白斑がある 

上記のような特徴のある株は感染の可能性がありますので直ちに抜き取り、ビ

ニール袋に密閉し、圃場の外で処分しましょう。 

 

★施設の換気に心がけましょう！ 
・施設栽培では、保温のためハウスを閉め切ることが多くなると、湿度が高くなり、病気が発

生しやすくなります。天候に合わせて適度な換気を心がけましょう。    

 

 

 

 

 



↑ハクサイのべと病 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１７号     

発行日：令和５年２月１０日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和５年２月８日（水） 

３５圃場（軟弱、にら、ねぎ、たまねぎ、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶらな科

葉菜類 
キスジノミハムシ 少 並 ブロフレアSC 

100～ 

300Ｌ/10a 

 

2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

ねぎ アザミウマ類 中 並 
スピノエース 

顆粒水和剤 

2500～

5000倍 

収穫3日前

まで 
3回以内 

にら アザミウマ類 中 並 
スピノエース 

顆粒水和剤 
10000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

たまねぎ 

アザミウマ類 少 並 アディオン乳剤 3000倍 
収穫7日前

まで 
5回以内 

べと病 少 並 ダコニール1000 1000倍 
収穫7日前

まで 
6回以内 

いちご 

ハダニ類 少 並 
スターマイト 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

うどんこ病 少 並 カリグリーン 
800～

1000倍 

収穫前日

まで 
- 

★べと病に注意しよう！ 
①ほうれんそう 

下葉から発病することが多く、しだいに上葉にも及び、葉柄や茎にも発病し

ます。初発時の早期防除を心がけましょう。 

②たまねぎ 

気温 15℃前後で曇雨天が 1～2 日続くと、べと病発生リスクが高まります。

べと病は感染力が非常に強く、胞子は風に乗って遠くまで飛散するので注意

が必要です。この時期は越年罹病株（健全株に比べ草丈が低く、葉が湾曲）

に注意し、罹病株があれば直ちに抜きとり、適切な処分を行いましょう。 

 

★施設の換気に心がけましょう！ 
・施設栽培では、保温のためハウスを締め切ることが多くなると、湿度が高くなり、病気が発

生しやすくなります。天候に合わせて適度な換気を心がけましょう。    

 

 

 

 

 



↑ハクサイのべと病 

※１ リドミルゴールドＭＺとの合計使用回数に注意！ 

※２ 天敵ダニに影響の可能性あり！ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

ほうれんそう べと病 少 並 
アリエッティ 

水和剤 

100～ 

300Ｌ/10a 

 

1500倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

ブロッコリー 黒腐病 少 並 Zボルドー 500倍 - - 

たまねぎ 

べと病 少 並 
ジマンダイセン

水和剤 

※１ 

400～ 

600倍 

収穫3日前

まで 
5回以内 

白色疫病 少 並 
400～ 

500倍 

収穫3日前

まで 
5回以内 

いちご 

ハダニ類 少 並 
グレーシア乳剤 

※２ 
2000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

アブラムシ類 少 並 ウララDF 
2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１ 6 号     

発行日：令和５年１月１３日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和５年１月１１日（水） 

３６圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、たまねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★べと病に注意しよう！ 
・たまねぎでべと病の発生が確認されています。べと病は感染力が非常に強く、

胞子は風にのって遠くまで飛散するので注意が必要です。罹病株を見つけた

際はすみやかに抜き取った後焼却等による処分をし、薬剤散布を行ってくだ

さい。べと病菌は多湿を好むため降雨が続くと多発します。 

 

★いちごでハダニ類が発生しています！ 
・いちごで葉の色が抜け白い斑点が現れたらハダニ類が発生している可能性があります。薬剤

防除を行う際は葉裏に薬剤がしっかりとかかるようにして効果的な防除を行いましょう。   

 

 

 

 

 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または 

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶらな科 

葉菜類 
ハスモンヨトウ 少 並 

アクセル 

フロアブル 

100～ 

300Ｌ/10a 

2000倍 
収穫前日 

まで 
3回以内 

ほうれんそう 

ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
少 並 カスケード乳剤 4000倍 

収穫3日前

まで 
3回以内 

ハスモンヨトウ 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

べと病 少 並 
ランマン 

フロアブル 
2000倍 

収穫3日前

まで 
3回以内 

にら アザミウマ類 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ブロッコリー 

黒腐病 少 並 Zボルドー 500倍 - - 

アブラムシ類 少 並 
ヨーバル 

フロアブル 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

たまねぎ べと病 少 並 
リドミル 

ゴールドMZ 

500～ 

1000倍 

収穫7日前

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１５号     

発行日：令和４年１２月９日  
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年１２月７日（水） 

４０圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、たまねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★べと病に注意しよう！ 
葉の発病だけでなく、ブロッコリーの花蕾にも発病しやすい時期のため注意が

必要です。出蕾期の葉への感染がないか確認し、早期防除を心がけましょう。

超極早生たまねぎを栽培されている方は特に注意しましょう。 

 

★施設の換気を心がけましょう！ 
・施設栽培では、保温のためハウスを締め切ることが多くなると、湿度が高く

なり、病気が発生しやすくなります。天候に合わせて適度な換気を心がけま

しょう。    

 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または使

用量） 

使用時期 

本剤の  

使用回

数 

非結球あぶらな科

葉菜類 
アブラムシ類 少 並 

アグロスリン 

乳剤(劇) 

100～ 

300Ｌ/10a 

2000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

ほうれんそう ハスモンヨトウ 少 並 
プレバソン 

フロアブル5 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

キャベツ ハスモンヨトウ 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ブロッコリー 

ハスモンヨトウ 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

コナガ 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

にら アザミウマ類 少 並 
スピノエース 

顆粒水和剤  
10000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１４号     

発行日：令和４年１１月１４日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年１１月９日（水） 

３５圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、じゃがいもなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫に注意しましょう！ 
・チョウ目害虫（ハスモンヨトウ・ヨトウムシ等）の発生が野菜類全般で引き

続き確認されています。生育ステージが進むと薬剤が効きにくくなるため早

期防除を行いましょう。 

 

★異物混入に注意！ 
・こまつな、ほうれんそうの圃場にバッタが多く見られました。出荷調整時に

異物（虫やゴミ等）が混入しないように今一度確認しましょう。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

非結球あぶらな科

葉菜類 
コナガ 少 並 ブロフレアSC 

100～ 

300Ｌ/10a 

2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

ほうれんそう ヨトウムシ 少 並 
アグロスリン乳剤

(劇) 
2000倍 

収穫7日前 

まで 
5回以内 

キャベツ 

ハスモンヨトウ 少 並 グレーシア乳剤 
2000～

3000倍 

収穫7日前

まで 
2回以内 

コナガ 少 並 ブロフレアSC 
2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ブロッコリー 

ハスモンヨトウ 少 並 グレーシア乳剤 
2000～

3000倍 

収穫7日前

まで 
2回以内 

シロイチモジ 

ヨトウ 
少 並 プレオフロアブル 1000倍 

収穫7日前

まで 
2回以内 

花蕾腐敗病 少 並 Ｚボルドー 500倍 ― ― 

にら アザミウマ類 甚 多 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１３号     

発行日：令和４年１０月１２日 
調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年１０月１２日（水） 

３３圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、にら、レタスなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫に注意しましょう！ 
・ヨトウムシ類の発生が野菜類全般で引き続き確認されています。初期防除に

努めましょう。生育ステージが進むと薬剤が効きにくくなるため早期防除を

行いましょう。 
 

◎体調管理に注意！ 
・今週から急に朝晩の気温が低下しています。急激な温度変化に体調を崩さないよう気を付け

ましょう。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 アザミウマ類 中 並 

ディアナSC 

100～ 

300Ｌ/10a 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

非結球あぶらな科 

葉菜類 

(こまつな、チンゲンサイ、

なばな類を除く) 

ハスモンヨトウ 中 並 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

キャベツ 

ハスモンヨトウ 中 並 プレオフロアブル 1000倍 
収穫7日

前まで 
2回以内 

コナガ 少 並 アファーム乳剤 
1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ブロッコリー ハスモンヨトウ 中 並 
ヨーバル 

フロアブル 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

とうもろこし アワノメイガ 中 並 
プレバソン 

フロアブル5 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

きゅうり 

コナジラミ類 中 並 アファーム乳剤 2000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

うどんこ病 多 並 
プロポーズ顆粒 

水和剤 
1000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

にら アザミウマ類 少 並 
スピノエース顆粒 

水和剤 
10000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１２号    

発行日：令和４年９月２１日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年９月２０日（火） 

３０圃場（軟弱、きゅうり、なす、キャベツ、にら、ブロッコリーなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫に注意しましょう！ 
・アザミウマ類・ヨトウ虫類の発生が見られます。 

発生を認めたら早めに防除し、発生源である周辺雑草や圃場内の除草作業を

忘れず行いましょう。発生期間が長いので、発生初期より数回防除しましょ

う。 
 

★台風通過後の対策を行いましょう！ 
・風雨による傷から菌が入り病害が発生する恐れがあるので折損した葉の除去や適切な薬剤防

除を行いましょう。また、作物が倒伏している場合には引き起こし、必要に応じて誘引や結

束等で固定しましょう。 
 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 ハスモンヨトウ 少 並 ディアナSC 

100～ 

300Ｌ/10a 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

しゅんぎく ハスモンヨトウ 少 並 カスケード乳剤 
2000～

4000倍 

収穫7日前

まで 
2回以内 

なす コナジラミ類 多 並 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

きゅうり 

コナジラミ類 多 並 
モベント 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

うどんこ病 中 並 
アミスター20 

フロアブル 

1500～

2000倍 

収穫前日 

まで 
4回以内 

ピーマン 

ハスモンヨトウ 少 並 
プレバソン 

フロアブル5 

1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

斑点細菌病 少 並 Zボルドー 500倍 － － 

とうもろこし アワノメイガ 少 並 アディオン乳剤 2000倍 
収穫14日前

まで 
4回以内 

ブロッコリー アブラムシ類 少 並 
ヨーバル 

フロアブル 

2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１１号    

発行日：令和４年９月９日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年９月７日（水） 

２５圃場（軟弱、きゅうり、なす、キャベツ、ピーマン、など） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★病害虫に注意しましょう！ 
①ハスモンヨトウ 

生育ステージが進むと薬剤が効きにくくなるため早期防除を行う。  

②コナジラミ類 

なす、きゅうり等の露地野菜だけでなく、トマト等他の施設野菜にも被害を及ぼすため、

農薬は葉裏まで十分かかるように散布する。 

 

★台風通過後の対策を行いましょう！ 
・風雨による傷から菌が入り病害が発生する恐れがあるので折損した葉の除去や適切な薬剤防

除を行いましょう。また作物が倒伏している場合には引き起こし、必要に応じて誘引や結束

等で固定しましょう。 
 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 
キスジノミ 

ハムシ 
少 並 アクセルフロアブル 

100～ 

300Ｌ/10a 

1000倍 
収穫前日

まで 
3回以内 

ねぎ アザミウマ類 中 並 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
2000倍 

収穫7日

前まで 
3回以内 

なす 
ハダニ類 多 並 

モベントフロアブル 2000倍 
収穫前日

まで 
3回以内 

コナジラミ類 中 並 

きゅうり 

アブラムシ類 中 並 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

コナジラミ類 多 並 2000倍 
収穫前日

まで 
3回以内 

ピーマン 

ハスモンヨトウ 少 並 アニキ乳剤 2000倍 
収穫前日 

まで 
3回以内 

アブラムシ類 少 並 アディオン乳剤 
2000～

3000倍 

収穫前日

まで 
5回以内 

斑点細菌病 少 並 カスミンボルドー 1000倍 
収穫前日

まで 
5回以内 

えだまめ カメムシ類 中 並 
スタークル顆粒 

水溶剤 
2000倍 

収穫7日

前まで 
2回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第１０号     

発行日：令和４年８月２６日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年８月２４日（水） 

２１圃場（軟弱、きゅうり、なす、キャベツ、ピーマン、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★高温による害虫の増加に注意！ 
兵庫県の病害虫発生予報第 4 号（8/16 発表）では、 

・ハイマダラノメイガ→多    

・ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ→やや多 

の発生予想です。生育初期に多発すると被害が甚大になりますので、初期の

予防に努めましょう。 

★農作業事故に注意！ 
・農作業中の死亡事故は一般交通事故の約７倍、建設作業の約３倍にも及びます。（10 万人当

たり事故死亡者数） 

トラクター等の整備不良や操作ミスが転落・横転・追突の事故を引き起こしやすくなります。

事前の整備点検と安全確認を実践しましょう。 
 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 
キスジノミ 

ハムシ 
少 並 ブロフレアSC 

100～ 

300Ｌ/10a 

2000～

4000倍 

収穫前日

まで 
3回以内 

ほうれんそう ヨトウムシ 中 並 
アグロスリン乳剤

（劇) 
2000倍 

収穫7日

前まで 
5回以内 

ねぎ アザミウマ類 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

にら アザミウマ類 少 並 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

なす 

ハダニ類 少 並 

グレーシア乳剤 2000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

コナジラミ類 少 並 

きゅうり うどんこ病 少 並 
アフェット 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ピーマン ハスモンヨトウ 少 並 ディアナSC 
2500～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

トマト 

ミニトマト 
灰色かび病 少 並 

アフェット 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

えだまめ カメムシ類 多 並 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
4000倍 

収穫7日

前まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第９号     

発行日：令和４年８月１０日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年８月１０日（水） 

２７圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど）  

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★高温障害に注意！ 
高温が続くと農作物の品質、収量低下が起こることがあります。具体的な障害としては、「結球

物の小玉化」「短茎」「生育遅れ」「葉焼け」「着果不良」等です。 

≪対策≫ 

遮光資材を活用しましょう。ハウス内の温度が上昇するのを抑えましょう。高温状態下では蒸散

量が増えるので、朝、夕に灌水しましょう。 

 

★大雨に注意！ 
・≪事前対策≫ 

降雨前に排水溝や畝の谷を再点検して、排水の妨げとなる草やゴミを除去しましょう。 

≪事後対策≫ 

早急に圃場の排水を行いましょう。破損した葉や茎を除去して病害防除のために薬剤散布を行いましょう。 



↑ハクサイのべと病 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

にら アザミウマ類 少 並 
スピノエース 

顆粒水和剤 

100～ 

300Ｌ/10a 

10000倍 
収穫前日 

まで 
3回以内 

なす 

アザミウマ類 少 並 

ディアナSC 

2500～

5000倍 収穫前日

まで 
2回以内 

コナジラミ類 少 並 2500倍 

きゅうり うどんこ病 少 並 
アフェット 

フロアブル 
2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ピーマン 斑点細菌病 少 並 カスミンボルドー 1000倍 
収穫前日 

まで 
5回以内 

トマト 

ミニトマト 
トマトサビダニ 少 並 コロマイト乳剤 1500倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

モロヘイヤ ハダニ類 中 並 コロマイト乳剤 300Ｌ/10a 1500倍 
収穫前日 

まで 
1回 

えだまめ 

カメムシ類 多 並 カスケード乳剤 
100～ 

300Ｌ/10a 

4000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

ハダニ類 中 並 
コテツフロアブル

（劇） 
2000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第８号     

発行日：令和４年７月２９日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年７月２７日（水） 

２１圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど）  

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★高温障害に注意！ 
高温が続くと農作物の品質、収量低下が起こることがあります。具体的な障害としては、「結球

物の小玉化」「短茎」「生育遅れ」「葉焼け」「着果不良」「害虫の食害」等です。  

≪対策≫ 

遮光資材を活用しましょう。ハウス内の温度が上昇するのを抑えましょう。高温状態下では蒸散

量が増えるので、朝、夕に灌水しましょう。 

 

★熱中症に注意！ 
・熱中症に気を付けましょう。高温時の作業は避け、なるべく2人以上で作業し、時間を決めて声を掛け合うよ

うにしましょう。また、20 分おきに休憩と水分補給をし、体温を下げるように努めましょう。屋外やハウスで

人と十分な距離が確保できる場合にはマスクを外すようにしましょう。 



品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 

キスジノミ 

ハムシ 
中 並 

スタークル 

顆粒水溶剤 

100～ 

300L/10a 

2000倍 
収穫3日前

まで 
2回以内 

コナガ 中 並 ディアナSC 
2500～ 

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ほうれんそう 
ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
少 並 アファーム乳剤 2000倍 

収穫3日前

まで 
2回以内 

にら アザミウマ類 中 並 ディアナSC 
2500～ 

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

きゅうり 

アザミウマ類 甚 増 アファーム乳剤 2000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

べと病 中 並 
アミスター20 

フロアブル 

1500～

2000倍 

収穫前日 

まで 
4回以内 

うどんこ病 少 並 

スイートコーン アワノメイガ 多 増 
アクセル 

フロアブル 

1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

モロヘイヤ アザミウマ類 中 並 
スタークル 

顆粒水溶剤 
2000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

えだまめ カメムシ類 多 増 ダントツ水溶剤 
2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第７号     

発行日：令和４年７月１４日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年７月１３日（水） 

２６圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど）  

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

★高温障害に注意！ 
高温・乾燥により害虫被害が懸念されます。特に非結球アブラナ科葉菜類の「キスジ

ノミハムシ」や野菜全般での「アザミウマ類」、「ハダニ類」、「うどんこ病」等の発生に

気を付けましょう。 

 

★圃場周辺の除草をしましょう 

害虫の住処になりますので、圃場外の草にも注意しましょう。 

除草剤を使用する際は、圃場（ハウスを含む）内の作物に登録のある薬剤を散布するようにして下さい。 

 

★７月２２日（金）・２３日（土） 夏の感謝祭開催！ 
詳しくは営農総合センターや支店にお問い合わせください。 



予察結果の概況と対応

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍数

（または

使用量）

使用時期
本剤の

使用回数

小松菜 キスジノミハムシ 少 並 アクセルフロアブル

100～

300L/10a

1000倍
収穫前日

まで
3回以内

なす

アザミウマ類 少 並

アファーム乳剤 2000倍
収穫前日

まで
2回以内

ハダニ類 中 並

きゅうり

アブラムシ類 少 並

モベントフロアブル 2000倍
収穫前日

まで
３回以内

アザミウマ類 少 増

ピーマン 疫病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍
収穫前日

まで
4回以内

モロヘイヤ アザミウマ類 少 並
スピノエース顆粒

水和剤
5000倍

収穫3日前

まで
3回以内

えだまめ カメムシ類 少 並
アグロスリン乳剤

（劇）
2000倍

収穫7日前

まで
3回以内

野菜病害虫発生予察情報 令 和 ４ 年 度 第 ６ 号

発行日：令和４年６月２４日

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和４年６月２２日（水）

３２圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど）

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

★熱中症は真夏だけではない！梅雨時期も要注意
気温が高くなくても湿度が高いと熱中症のリスクがあります。帽子の着用、通気性の良い衣類の着用、こまめな

水分補給を行いましょう。

★圃場周辺の除草をしましょう
害虫の住処になりますので、圃場外の草にも注意しましょう。

除草剤を使用する際は、圃場（ハウスを含む）内の作物に登録のある薬剤を散布するようにして下さい。

★７月２２日（金）・２３日（土） 夏の感謝祭開催！
詳しくは営農総合センターや支店にお問い合わせください。



 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 

チンゲンサイ 

キスジノミ 

ハムシ 
少 並 ブロフレアSC 

100～ 

300L/10a 

2000～

4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ほうれんそう 
ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
中 並 カスケード乳剤 4000倍 

収穫3日前

まで 
3回以内 

にら アザミウマ類 中 並 
スピノエース顆粒 

水和剤 
10000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

なす 

ハダニ類 中 並 

グレーシア乳剤 2000倍 
収穫前日 

まで 
2回以内 

アザミウマ類 少 並 

きゅうり アザミウマ類 少 並 ディアナSC 
2000～

5000倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ピーマン 

ハダニ類 中 並 

グレーシア乳剤 2000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

アザミウマ類 少 並 

えだまめ カメムシ類 中 並 
スタークル顆粒 

水溶剤 
2000倍 

収穫7日前

まで 
2回以内 

 

★アザミウマ類に注意しましょう！ 

 前回の調査に引き続き、野菜類全般で露地・ハウスを問わずアザミウマ類の発生が確認されました。葉の

萎縮症状や、果菜類では果実への被害も懸念されます。早期防除を心がけましょう。 

 

★圃場周辺の除草をしましょう 

害虫のすみかになりますので、圃場外の草にも注意しましょう。除草剤を使用する際は、圃場（ハウスを含

む）内の作物に登録のある薬剤を散布するようにして下さい。 

 

★のどが渇く前に水分補給を！  

熱中症対策をしっかり行いましょう。 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第５号     

発行日：令和４年６月９日  

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年６月８日（水） 

３４圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、えだまめなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   



 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

品目 適用病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布 

液量 

希釈倍数      

（または

使用量） 

使用時期 
本剤の  

使用回数 

小松菜 

チンゲンサイ 

キスジノミ 

ハムシ 
少 並 アニキ乳剤 

100～ 

300L/10a 

1000～

2000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

ほうれんそう 
ホウレンソウ 

ケナガコナダニ 
少 並 ディアナSC 2500倍 

収穫前日 

まで 
2回以内 

ねぎ アザミウマ類 中 増 
スピノエース顆粒 

水和剤 

2500～

5000倍 

収穫3日前

まで 
3回以内 

にら アザミウマ類 中 増 
モスピラン顆粒 

水溶剤(劇) 
4000倍 

収穫前日 

まで 
3回以内 

なす ハダニ類 多 並 
コテツフロアブル

（劇） 
2000倍 

収穫前日 

まで 
4回以内 

きゅうり 
アザミウマ類 中 増 

モベントフロアブル 2000倍 
収穫前日 

まで 
3回以内 

ハダニ類 少 並 

ピーマン アザミウマ類 少 並 
スタークル顆粒 

水溶剤 
2000倍 

収穫前日

まで 
2回以内 

えだまめ カメムシ類 少 並 カスケード乳剤 4000倍 
収穫前日

まで 
2回以内 

   
★病害虫に注意しましょう！ 
 今回の巡回では上記以外でも、スイートコーンにアブラムシ、モロヘイヤにハダニ・アザミウマ類、 

えだまめにアザミウマ類・コナジラミ等多様な品目で、露地・ハウスを問わず害虫発生が確認されました。

同系統の薬剤ばかりを多用せず、薬剤のローテーション防除を計画的に行い、密度が高くならないようにし

ましょう。 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報 
令和４年度  第４号     

発行日：令和４年５月２６日 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行 

令和４年５月 25 日（水） 

35 圃場（軟弱、きゅうり、なす、トマト、にら、ピーマンなど） 

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   





予察結果の概況と対応

≪病害虫情報≫
◆べと病の二次感染に注意！！
たまねぎでべと病の感染が増加しています。また、降雨により伝染が助長されるので、雨が降る前に予防効

果のある薬剤（ジマンダイセン水和剤・リドミルゴールドＭＺ・アミスター２０フロアブル等）で防除を徹

底しましょう。

◆ハウス内の水管理・温度管理に注意が必要！！
ハウス内の気温が上昇しやすい気候が続いています。葉焼け症状が発生しないようハウス内
の水管理・温度管理を適正に行いましょう。

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍

数

（または

使用量）

使用時期
本剤の

使用回数

ほうれんそう

ホウレンソウ

ケナガコナダニ
中 並 カスケード乳剤

100～

300L/10a

4000倍
収穫３日前

まで
3回以内

べと病 少 並 アリエッティ水和剤 1500倍
収穫前日

まで
2回以内

にら

アザミウマ類 少 並 ディアナＳＣ
2500～

5000倍

収穫前日

まで
2回以内

白斑葉枯病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍
収穫7日前

まで
1回

いちご アブラムシ類 少 並
モスピラン顆粒水和剤

(劇)

2000～

4000倍

収穫前日

まで
2以内

レタス

アブラムシ類 中 並 ヨーバルフロアブル
2500～

5000倍

収穫前日

まで
3回以内

灰色かび病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍
収穫前日

まで
3回以内

たまねぎ べと病 中 増 ランマンフロアブル 2000倍
収穫7日前

まで
4回以内

えだまめ ヨトウムシ類 少 並 アディオン乳剤 3000倍
収穫前日

まで
3回以内

野菜病害虫発生予察情報
令 和 ４ 年 度 第 ２ 号

発行日：令和４年４月２８日

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和４年４月２７日（水）

３４圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、たまねぎ、トマトなど）

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター



予察結果の概況と対応

≪病害虫情報≫
【たまねぎのべと病に注意！！】
多くのたまねぎの圃場でべと病の発生が見られました。今後も発生の好適な環境と予想さ
れていますので、圃場をよく観察し注意して下さい。
◆対策◆
・罹病した株は、直ちに抜き取りビニールに密閉して圃場の外で処分する。周辺半径２ｍ
程の株については特に注意して確認してください。
・薬剤散布をしていない圃場では発生の有無にかかわらず、薬剤防除する。
【害虫の発生に注意！！】
今後、気温が上がっていくにつれて害虫の生育周期が短くなります。薬剤抵抗性を持たせ
ないように薬剤をローテーションで用いて防除を行いましょう。また、圃場内の寄主にな
る雑草も増えてきますので、こまめな除草を行いましょう。
【ホウレンソウケナガコナダニの体系処理！！】
コテツベイトはは種時～2葉期までに全面土壌散布し、そのあと２週間後にカスケード乳
剤を散布する。

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。

品目 適用病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤

散布

液量

希釈倍数

（または使

用量）

使用時期
本剤の

使用回数

非結球あぶらな

科葉菜類

キスジノミ

ハムシ
少 並 ブロフレアSC

100～

300L/10a

2000～

4000倍

収穫前日

まで
3回以内

ほうれんそう

ホウレンソウ

ケナガコナダニ
少 増 カスケード乳剤 4000倍

収穫3日前

まで
2回以内

べと病 多 増 ランマンフロアブル 2000倍
収穫3日前

まで
3回以内

トマト 灰色かび病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍
収穫3日前

まで
3回以内

レタス アブラムシ類 中 並
スタークル顆粒

水溶剤

2000～

3000倍

収穫3日前

まで
2回以内

たまねぎ

べと病 多 増
アミスター20

フロアブル
2000倍

収穫前日

まで
4回以内

アザミウマ類 少 並 アディオン乳剤 3000倍
収穫７日前

まで
3回以内

野菜病害虫発生予察情報 令和４年度 第１号

調査日

調査圃場

調査機関

発行

令和４年４月１３日（水）

３７圃場（葉物野菜、ねぎ、にら、たまねぎ、トマトなど）

神戸農業改良普及センター、全国農業協同組合連合会兵庫県本部、

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター


